
本  社
〒���-����　東京都渋谷区本町�-��-� 住友不動産西新宿ビル�号館

TEL:��-����-����（代表）　FAX:��-����-����

北 海 道 支 社
〒���-����　北海道札幌市北区北��条西�-�-��
TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

東 北 支 社
〒���-����　宮城県仙台市青葉区一番町�-�-� 仙台第一生命タワービルディング

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

関 東 支 社
〒���-����　東京都渋谷区本町�-��-� 住友不動産西新宿ビル�号館

TEL:��-����-����（代表）　FAX:��-����-����

北 陸 支 社
〒���-����　新潟県新潟市中央区東大通�-�-�� プレイス新潟

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

中 部 支 社
〒���-����　愛知県名古屋市中村区名駅南�-��-�� 住友生命名古屋ビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

関 西 支 社
〒���-����　大阪府大阪市北区中之島�-�-�� 住友中之島ビル

TEL:��-����-����（代表）　FAX:��-����-����

中 国 支 社
〒���-����　広島県広島市中区八丁堀�-� 広島KSビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

四 国 支 社
〒���-����　香川県高松市寿町�-�-� 日進高松ビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

九 州 支 社
〒���-����　福岡県福岡市博多区博多駅前�-�-� 住友生命博多ビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

沖 縄 支 社
〒���-����　沖縄県那覇市久茂地�-��-�� 那覇第一生命ビルディング

TEL.���-���-����　FAX.���-���-����

お問い合わせ（採用担当）

T EL：� � - � ���-�� ��（代 表）　FA X：� � - � ���- � ���
E- Mail：s ai yo @ o r ico n s ul .co m

����年�月

入社 案 内

Instagram 公式アカウント X 公式アカウント

（アカウント名:oriconsul_official） （アカウント名:oricon_official）

建 設 コ ン サ
ル タ ン ト
 の そ の 先 へ。
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発注者 事業決定
予算化

事業計画
調査監督

設計発注計画
設計の監督

工事発注計画
施工の監督

運用
管理監督

受注者

評価検討 調査計画

建設コンサルタント ゼネコン・メーカー

設計 施工 点検・管理

����年代の主要高速道路の開通や、����年の東京オリンピック開催。

こうした戦後の高度経済成長の裏で、大きな役割を果たしたのが

社会インフラの基盤構築・維持のために発注者を支援する、建設コンサルタントでした。

現在は「新たなインフラ構築」から「既存構造物の効率的な活用方法」へ顧客ニーズが変化していますが、

どの時代も、私たちの軸にあるのは「発注者のパートナーとして、人々のくらしや社会発展を支える」ことです。

そんな建設コンサルタントの世界を、あなたものぞいてみませんか。

個別

受託

自主

総合

建設コンサルタントの主要業務領域

※建設コンサルタントは、工事、維持管理プロセスの段階においても、施工管理、点検診断等の役割を果たしています。

プロセス 企画 計画 設計 工事 維持管理

社会インフラ整 備を支えた
建設コンサルタ ントの、
次なるステージ とは。

建設コンサルタントの現在地



当社の創立は����年、約半世紀を超える歴史を有する総合コンサルタント企業です。その仕事内容は、インフラ整備に関

する調査・計画から設計・維持管理・運営の各段階で技術やサービスを提供することです。また、公園指定管理事業や観

光事業、農業�次産業化、エリアマネジメントなど、自らが資金調達し、事業者としてインフラビジネスを展開しています。

当社では、創立��周年を機に、経営の考え方として、OCウェイ（経営理念・経営姿勢・行動指針）を策定しました。ここでは、

真に魅力ある企業の実現に向けて、『社員満足・顧客満足・社会貢献』の�つの満足を追求することを掲げています。そして、

その原動力は社員の皆さん一人ひとりの “情熱とやりがい” だとしています。

当社では、何事にも積極果敢に挑戦できる「情熱人材」として、次の�つを持つ方をお待ちしています。�つ目は、リーダーシッ

プを持っている人。受け身になることなく、主体的にものを考え、行動できる人です。�つ目は、協働ができる人。コミュニケー

ションをしっかりとり、協働して仕事ができる人です。�つ目は、粘り強い人。果敢に挑戦して、成功するまで諦めない、粘

り強い人です。 是非、みなさまの参画をお待ちしております。

何事にも積極果敢に挑戦できる

「情熱人材」をお待ちしています。

株式会社オリエンタルコンサルタンツ
代表取締役社長

0403

経営理念
（M I S S I O N）
～私たちの使命～

全社員の物心両面の豊かさを追求する

（社員満足）

お客様に最高の総合的・知的サービスを提供する

（顧客満足）

世界の人々の豊かなくらしと夢の創造の実現に貢献する

（社会貢献）

私たちは、

社員満足、顧客満足、社会貢献を

追求することで、

真に魅力ある企業を実現します。
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特性に応じた活躍、活力ある組織づく

り、価値ある時間の創出、業界トップク

ラスの報酬に着目し、社員一人ひとりが

情熱とやりがい、誇りをもって働くこと

ができる会社を目指します。

社 員 満 足

日本一 の
やりがいを感じる会 社

プロフェッショナルとしての成長に資す

る人材育成、活力ある組織づくり、品質

確保・向上に資する仕組み・体制の整

備等を行い、最高品質の技術サービス

を提供できる会社を目指します。

顧 客 満 足

日本一 の
信 頼を得る会 社

研究開発投資・人材開発投資を拡大し、

社会課題解決に向けた新たな社会価値

を創造し、日本トップブランドの技術を

確立し、スピーディかつ総合的に事業展

開できる会社を目指します。

社 会 貢 献

日本一 の
社 会 価 値を創 造する会 社

革 新（ イノベーション ）

事業の上流（企画・計画・設計）から下流（施工管理・

維持管理・運営管理等）までを一気通貫で実施する

総合事業の展開や、先進技術導入に向けた研究開

発の推進により、新たな社会価値を創造する。

変革（ チェンジ ）

受動型ビジネスから主導型ビジネスへ転換を促進す

るとともに、DXの推進により事業モデルと業務プロ

セスを変革する。

挑 戦（ チャレンジ ）

自らが投資し、事業者としてビジネスを行う“事業経

営”を推進するとともに、官と民が持てるリソースを

最大限に有効活用する“官民連携”に積極的に取り

組む。

����年ビジョンの実現に向けた�つの戦略です。私たちは、真に魅力ある企業の実現のために、経営にあたって以下の�つの考え方を大切にします。

● 

● 

● 

● 

顧 客や社 会 から信 頼される企 業になる

個の成長 、企 業の成長 、豊 かさの実 感 の好 循 環を生み出し 、

情 熱とやりがいを醸 成する

好 循 環を生むために 、適 切な 利 益 を追 求する

役 職 員一人ひとりが主役となる全 員 経営の 推 進 、

経営基 盤 の 強 化を行う

経 営 姿 勢（ V A L U E ）
～ 私 た ち の 経 営 の 考 え 方 ～

戦 略（ S T R A T E G Y ）
～ 私 た ち の 将 来 の あ り た い 姿 ～

これは、����年ビジョン全体のスローガンです。

オリエンタルコンサルタンツでは、このスローガンを「����年におけるあるべき姿」と設定し、さまざまなことに取り組んでいます。

また、経営理念で掲げた柱である「社員満足・顧客満足・社会貢献」に合わせて、さらに�つの“あるべき姿”を定めました。

日本トップブランドの 技 術により 、
社 会 価 値 創 造 企 業になる

ビジョン（ V I S I O N ）
～ 私 た ち の 将 来 の あ り た い 姿 ～

私たちが����年ビジョンに掲げているのは、与えられた業務を受動的に行うだけでなく、自らが社会を創造する「社会価値創造企業」です。

目標達成へのエネルギー源となるのは、社員一人ひとりの情熱とやりがい。全社を挙げて経営基盤の強化や組織の改善に取り組んでいます。

全員経営
の推進

経営基盤
の強化

適切な
利益の追求

企業の
成長

豊かさの
実感

（社員満足、顧客満足、社会貢献の追求）
真に魅力ある企業へ

顧客・社会から信頼される企業

情熱と
やりがい

個の成長

会 社 と 社 員 が と も に 成 長 す る 。 そ れ が 、 � � � � 年 ビ ジ ョ ン 達 成 へ の 布 石 と な る 。



自らが成長するとともに、
仲間のため、顧客のため、社会のために
貢献する「情熱人材」を求めています。

求める人材像
（全員経営の心）

役職員一人ひとりが変革と挑戦の

気質を持ち、自己研鑽に努め、一人

ひとりの持ち場で自ら進んで行動

し、自分の頭で考え、最善を尽くす。

自主・自律の精神で
最善を尽くす

役職員相互がコミュニケーション

を充実し、仲間を尊重し、協働する。

チームワークをもって
協働する

役職員一人ひとりが経営理念の遂

行に責任があることを自覚する。

当事者意識を
持つ

経営にあたり、大切にしているもののひとつが「全員経営の推進」です。

主役の社員が受け身では、組織も停滞してしまう。そのため、私たちは自分自身で考え、主体的に行動できる人材を求めています。

オ リ エ ン タ ル コ ン サ ル タ ン ツ の 主 役 は 、 挑 戦 を 恐 れ な い 「 情 熱 人 材 」。
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一人ひとりが自分らしく経験を積むために、さまざまな人材育成制度や働き方支援制度を用意しています。

こうして成長した社員が “変革”と “挑戦” を実現していくことで、当社も真に魅力ある企業へ発展すると考えています。

内定者研 修では、建設コンサルタント業界、そしてOCを選んだ理由を振り返り、これらの特 徴や

強みについて意見交換をします。専攻の異なる内定者と交流することで、業界や会社に対する理

解が深まり、入社へのモチベーションもアップしました。また、当社が特に手厚くサポートしている

のが、「技術士取得支援」です。希望者には参考書が支給されるので、私も入社前から一次試験に

向けた学習を進めていました。二次試験についても、会社負担で民間の対策講座を受講できたり、

社内でも論文対策を行ったり、合格する日まで背中を押し続けてくれます。OCの魅力は、他社と

比べて人材育成に向けた制度が整っていることです。これらを活用できるのは非常に有益だと感

じています。みなさんも、制度を使いながら技術者として成長し、ともに活躍しましょう！

内定したときから、一人ひとりの「やる気」をサポート

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
����年入社

関東支社 特殊構造部

東京都立大学大学院了

これまでに�度、産前産後休暇と育児休業を取得し、現在は短時間勤務制度を利用しながら働いて

います。終業後は保育園や学童に子を迎えに行き、宿題確認、夕飯作りとお風呂、寝かしつけまで

が毎日のルーティン。短時間勤務でないと子の寝る時間も遅くなってしまうので、育児には必須の

制度だと感じています。また、業務に対しても作業時間をより確保できるよう、�人目からはテレワー

クや時間年休制度も活用しています。急な呼び出しに対応できたり、ちょっとした家事を昼休憩に

行ったりと、ありがたい制度です。会社が働きやすい環境を整えてくれたおかげで、かけがえのな

い時間を子供と一緒に過ごすことができ、本当によかったと感じています。ずっと一緒にいるので、

もちろん疲れてしまう場面もありますが、ちょっとした時間もたくさんの思い出になっています。

「子どもに寄り添いながら、仕事ができる」環境を整備

松井 由希
����年入社

中部支社 構造部

椙山女学園大学卒

人材育成 制 度の概 要

社員の早期成長・早期活躍を支援するために、入社後も個人のステップに合わせた研修や人材育成制度を整備しています。

内定者研修も含む階層別研修や分野別研修を通して、業界や業務に関する知識・スキルも仲間とともに習得できます。

働く環 境

仕事に対する考え方は人それぞれ。そこでオリエンタルコンサルタンツは、働く社員を支援するさまざまな制度を用意しています。

一人ひとりの価値観やワークライフスタイル、結婚や介護など、ライフステージの変化に合わせた働き方が選択できます。

※この他にも制度がございます。詳細は採用サイトをご覧ください。

入社後�年間、日常の悩みや不安、成
長サポートとして先輩社員が伴走し
ます。

コーチャー制度

専門性の高度化、リスキリングなど
を金銭面等でサポートします。

大学院進学支援

コーチャー制度

資格取得支援

選抜型育成

海外・出向経験

大学院（博士MBA）

社内ベンチャー

その他研修階層別研修

内定者研修

新入社員研修

�年目研修

�年目研修

プロジェクトマネジメント研修

幹部職研修

年代

３�
代

４�
代 ５�

代

��
代

受験�回目合格を目標に掲げ、外部
講師と社内指導者が徹底サポートし
ます。

技術士取得支援

内定式から入社までの期間及び、入
社後�か月間を通して業界・会社への
コミットメントを高めます。

内定者～新入社員研修

分野別研修

地
方
創
生

地
域
経
営
推
進

海
外

交
通
運
輸

流
域
管
理
・
保
全

道
路
整
備
・
保
全

毎年�回、全役職員を対象に社員満
足度調査を行い、経営施策の妥当性
を検証しています。

エンゲージメント

時間単位での有給休暇を取得でき
る制度です。

時間年休制度

テレワーク（標準週�回）、自宅、サテライト
オフィスなどを組み合わせ働く場所を選択で
きるハイブリッド型勤務を実施しています。

ハイブリッド型勤務

自身のワークスタイルに応じて勤務
地・勤務時間・職種を限定できる各
種制度です。

多様な働き方勤務制度

育児・介護・自身の治療などの際に
時間を柔軟に変更できるOC独自の
制度です。

ライフサポートフレックス

定年を��歳まで延長できる制度、再
雇用契約できる制度です。

定年延長・再雇用制度

多様な人材が働きやすく・活躍で
きる職場環境づくりのために、一
人ひとりのワークスタイルやライフ
イベントに合わせた支援制度の充
実を図っています。

ワークライフバランス／
ダイバーシティ

仕事とプライベートの豊かさを実
感するために、仕事の効率化を図
り価値ある時間の創出に取り組ん
でいます。

福利厚生他

仕 事 も プ ラ イ ベ ー ト も 、 自 分 ら し く あ る た め の サ ポ ー ト 体 制 を 構 築 。

本人が世帯主である場合のベース額に加えて、
扶養義務のある者に対して支給する制度です。
（例：東京地域在住、独身世帯主の場合��,���円）

家族手当

拠出金の��%が奨励金として毎月会
社から付与されています。

従業員持ち株制度

勤続年数に応じて年次有給休暇を
取得することができる制度です。
（例：最大年間��日付与）

有給休暇
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事 業 と 分 野

����年（昭和��年）に橋梁分野、道路分野からスタートした私たちの仕事は、現在�事業��分野まで拡大しています。

ハード・ソフトの垣根を超えて、常に新たな領域に挑戦し、総合力を活かした社会課題の解決に取り組んでいます。

イ ン フ ラ 構 築 に 留 ま ら な い 、 人 々 の 暮 ら し を 支 え る 事 業 を 横 断 的 に 展 開 。

道路
構造／保全
地下構造
施設設備
アセットマネジメント

道路整備・保全事業 

河川・海岸
港湾・漁港
砂防
下水道

流域管理・保全事業 

道路防災
水防災
都市・地域防災

防災事業

交通技術
交通政策

交通運　　輸事業

都市政策・都市開発・建築
景観・ランドスケープ／歴史・文化
観光
環境
カーボンマネジメント・エネルギー

地方創生事業

総合事業・事業経営

地域経営推進事業

海外

海外事業

砂防砂防

下水道下水道

水防災水防災

交通技術交通技術

施設設備施設設備

港湾・漁港港湾・漁港 河川・海岸河川・海岸

構造／保全構造／保全

都市・地域防災都市・地域防災

カーボンマネジメント・エネルギーカーボンマネジメント・エネルギー

都市政策・都市開発・建築都市政策・都市開発・建築

アセットマネジメントアセットマネジメント

総合事業・事業経営総合事業・事業経営

景観・ランドスケープ／歴史・文化景観・ランドスケープ／歴史・文化

地下構造地下構造

道路防災道路防災

交通政策交通政策

観光観光

道路道路
環境環境

海外海外



学士課程で土木工学を学び、修士課程では都市工学を専攻してい

ました。修士�年目には、ASEAN諸国の大学生とグループを組み、

まちづくりや防災について考えるワークショップに参加。国内だけ

でなく、海外のまちづくりに対しても興味の幅が広がりました。

その後の就 職 活動では、「都市・地 域 計画分野を主軸に、防災分

野にも関わりたい」「国内外を問わず、業務に携われる技術者にな

りたい」という想いをもち続けていました。ゼネコンや行政など他

業界の説明会にも参加しましたが、プロジェクトの上流から加わ

れること、そしてさまざまな地 域を担当できることに魅力を感じ、

建設コンサルタントを選択。そのなかでも、特に海外業務に強み

をもつのはOCだと思い、当社への入社を決めました。就職におい

ては業務内容を重視していましたが、入社後に良い意味でのギャッ

プを感じたのは社風です。お互いを尊重する空気をいつも感じま

すし、コーチャー制度では、入社直後から頼りになる先輩が身近

にいてくれたので、非常に心強かったです。

就 職活動では、生活に彩りを与えられるサービスや基盤を実装で

きるような企業に入りたいと考えていました。商社やIT系などさ

まざまな業界を検 討しましたが、選 考に進むなかで、学生時代に

学んだ土木工学を活かせるのは建設コンサルタントだと確信。営

業職を希望する私の考えを理解していただき、「企画提案をしなが

ら、自治体と一緒に事業を進めていく仕事はどう？」と現在のポジ

ションを提 案してくれたのがOCでした。同じ業界のなかでも、当

社は技術と営業のバランスが取れていて、お互いの意 見を尊重し

合う土壌があるように思います。

私の所属する社会・地域イノベーション推進室では、プロジェクト

の上流から下流までを担う、自治 体に寄り添った伴走型のコンサ

ルティングを展開しています。�年目からは、三重県にある�つの

町が連携した「三重 広域連携スーパーシティ推 進協議 会」の活動

に従事。今は、連携した�町による脱炭素に関するプロジェクトの

計画や、実行支援を中心に動いています。
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�年目の仕事で特に印象に残っているのは、団地の活性化業務とし

て行った社会実験の運営です。実験を行った団地では、高齢化が

進んでいるほか、空きスペースの未活用が課題となっていました。

そこで、私たちは空間の有効活用に向けた調査として、地域のイベ

ントの一画でパネルを用意し、住民の方の要望や意見を付箋に書

いてもらうワークショップを開催しました。そこに書かれたみなさ

んの意 見をまとめるなかで、地 域の将来 像を描いて実現していく

には、地道な検討や調整の積み重ねが必要なことを再認識しまし

た。他の地 域でもワークショップなどを実 施しましたが、住 民の

方々からお話を聞き、その内容を分析・検討することで「自身の仕

事が地域の役に立つんだ」という実感が湧きますし、建設コンサル

タントならではのやりがいを感じます。

私がめざすのは、「わくわくしながらプロジェクトに関われるコン

サルタント」です。海外業務を含め多様な仕事に携わりたいという

想いを大切にしながら、得た知見を仕事につなげていきたいです。

学生時代はどのようなことを学んでいましたか？
またOCへの入社を決めた理由を教えてください。

特に印象に残った業務と、
今後の目標についてお聞かせください。

� 週 間 のスケジュール

塚越 さと実

O Cは自身の目標に近 づける場 所

地 道な努力の積み重ねが 、

まちにも付 加 価 値をつけていく

CASE 01

大 学 院 時 代

災害リスクマネジメント研究室に所属。
分析の面白さに目覚め、修士論文は数理
社会学の研究をまとめた。

入社 � 年目（ 前 半 ）

研修後、現部署に配属。打合せに同席し
た際、専門用語や、業務の参考となる事
例の知識が足りないと感じる。

入社 � 年目（ 後 半 ）

実務者として必要な知識を得るため、宅
地建物取引士の資格を取得。秋ごろから
多くの社会実験の運営に携わる。

入社 � 年目～ 現 在

１年目とは異なるメンバーで新しい業務を
担当。初めての作業も多いなか、類似事
例などを調べながらなんとか形に。

月 社内でのユニット・ラインミーティング
後、打合せ資料を作成

社内会議に参加。その後、前日の続きで
打合せ資料を作成

顧客とのWebミーティングでは議事録を
作成。午後、外部セミナーへ参加

新規案件で使用する打合せ資料を作成

１日外出し、顧客と打合せ。大阪や新潟、
沖縄など遠方に行く日も

火

水

木

金

����年入社

関東支社 都市政策・デザイン部

京都大学大学院了

大 学 時 代

研究対象は景観。土木構造物を含む周
りの環境に対して、人が何を感じるのか、
求めているのかを学ぶ。

大 学 院 時 代

研究対象はコンクリート。修士2年目は和
歌山市の地域ラボに拠点を置き、環境負
荷の低いコンクリートや環境学習を研究。

入社 � 年目

複数の企業や自治体が連携する「三重広
域連携スーパーシティ推進協議会」に参
画。まずは目の前の業務をこなす。

入社 � 年目～ 現 在

三重県度会町らの脱炭素PJを中心に、ス
マートシティ事業の推進や、OCの新規事
業参画に向けた企画検討に従事。

� 週 間 のスケジュール

OCに入社した理由は？
また現在の仕事について教えてください。

成長を実感したエピソードと
就活生の方へのメッセージをお願いします。

真田 陽平

営業と技 師の “二 刀流”

プロジェクト全 体を見つめ 、

信 頼を新たな 都 市 構 想に活 かす

CASE 02

月 三重県へ出張。翌日も別の自治体との協
議会が控えているため一泊

協議会を終えてから、脱炭素系の業務の
現場を確認

出社し、出張先で使用した資料を整理。
チームメンバーでオンライン会議

事業参画に向けた、役員との社内協議資
料作成に集中

都内の企業に訪問。打合せでは、主体的
な提案や説明が求められる

火

水

木

金

����年入社

事業推進本部 社会・地域イノベーション推進室

東京大学大学院了

�年目からは、�人で客先に出張し、複数の関係団体と打合せを重

ねながら、合意 形成を図る機 会が増えました。しかし、プロジェ

クトを進めるためには、�人ではなくチームメンバー全員の力が必

要です。もともと人 見知りな性格ですが、こちらから積極的に歩

み寄ることで、社内外の方々との信 頼関係を築くよう努めていま

す。なかでも、「あなたたちがいるから信頼して進められる」とい

う言葉をいただいたときは、顧客に貢献できた喜びと、自分自身

の成長を実感しました。もちろん、思うようにいかず失敗するとき

もあります。ですが、その分、自分を頼りにしてくれる方の存在を

感じますし、仕事のやりがいも年々大きくなっています。

私自身、期待と不安が交じり合いながら、OCという新しい環境に

足を踏み入れました。みなさんも、まずは 説 明 会やOB訪問など

可能な限り取り組んでみてください。当社の社 員は、キャリアも

私生活も多様です。目の前のことを一つひとつ確かめながら進ん

でいき、自身が納得できる答えを導き出してくださいね。
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入社 � 年目

コロナ禍により業務の大半がテレワーク。
とにかく日々の仕事に没頭することで、
知識が少しずつ身につくことを実感。

入社 � 年目

沈埋トンネル立坑について、2次元モデル
と3次元解析モデルを初めて作成。耐震
補強検討に取り組んだ。

入社 � 年目

初めての計画業務に従事。自分で構造計
画・施設設備などの条件を調査し、顧客
に提案することの楽しさを知る。

入社 � 年目～ 現 在

主担当として業務に携わることが多くな
り、部下の指導も含めたマネジメントにも
意識が向くように。

�日のスケジュール

※出張のない日

就職活動の軸は何でしたか。
また社外での活動や資格取得について教えてください。

現在携わっている業務内容とやりがい、
今後の目標についてお聞かせください。

�:��

坂東 駿哉

業 務 で活きたこれまでの 努力

資 格取 得 や社 外活 動で 知見を深め 、

自身の成長を顧 客 の成 果に還 元する

CASE 03

メールを確認し、タスクを整理

��:�� 作業内容を上司に確認

��:�� 午前の作業

��:�� 昼食

��:�� 社内ミーティング

��:�� 午後の作業

��:�� 上司に作業内容を確認

��:�� 明日以降の作業を整理

����年入社

関東支社 特殊構造部

九州工業大学卒

�:��

�日のスケジュール

入社 � 年目

国土技術政策総合研究所へ出向し、国総
研資料を執筆。研究所の方々と協働する
ことで、港湾基準の理解が深まる。

入社�年目

コロナ禍によりテレワークに移行。主担
当技術者、そして管理技術者として業務
のマネジメントに従事。

入社 � 年目

外出規制の緩和で出社率は7割に。技術
士（総監：港湾及び空港）と技術士（水産
土木）を併願し、どちらも合格。

入社 � � 年目～ 現 在

妻の妊娠を機に、週の半分程度はテレ
ワークに。リモートでの作業指示に苦心
し、コミュニケーションの大切さを痛感。

OCに入社した理由は？
自身のターニングポイントについても教えてください。

各分野における技術士の取得と
若手社員への想いについてお聞かせください。

入社の決 め手は風 通しと人の良さ

出向や資 格取 得で得た 知 識を活 かし 、

次 世 代のコンサルタントを育成する

CASE 04

前日のメールを確認

��:�� 社内の業務ミーティング（朝）

��:�� 新規業務の見積・入札対応

��:�� 休憩

��:�� 外出・社外のミーティング

��:�� テレワークに移行し、業務成果を確認

��:�� 社内の業務ミーティング（夕）

��:�� 退社

錦織 勇人
����年入社

関東支社 河川砂防・港湾部

横浜国立大学卒

私が就 職活動で軸としていたのは、「橋梁設計をしたい」ということ

です。当然、橋 梁が 専門の会 社へ就 職することも考えていました。

ですが、そもそも橋 梁というのは道 路や土 質、耐震など、さまざま

な要 素が 絡む分 野です。構 造 分 野に強く、さらに他部 署との連 携

で幅広い知識が身につくと思い、総合建設コンサルタントであるOC

への入社を決意しました。

�年目は日々の業務で手いっぱいでしたが、�年目からは積極的に資

格を取得したり、社外活動に参加したりしています。VEリーダー※や

構造物の補修・補強技士の資格は、実務経験が少ないうちから取得

できました。�年目に取 得した建 設ICTの資格は、今後の建 設 分 野

を考える上ではもちろん、技 術 士の試 験 勉強にも役 立っています。

社外活動では、炭素繊維を用いたコンクリート橋補強の一般化をめ

ざすWGへの参加や、土木学会への論 文 投 稿に力を入れています。

WGは上司の勧めで参加しましたが、補強方法の再検討や研究など、

多くのことを専門家の方々から学んでいます。

現在は、ダムのゲートや河口堰など、主に既設構造物の耐震補強

検討に携わっています。想像していた他部署との協働はもちろん、

自部署でもさまざまな構造 物を相手にしているので、ひとつの枠

にとらわれない多角的な視点が身につきます。特に成長を感じた

のは入社�年目。�年目に基 本設 計を行った構造 物の詳 細設 計を

担当する機会や、新しい構造物の計画業務に携わる機会に恵まれ

ました。前者は、自身で検討してきた業務が施工に向け着実に進

んでいることを実感しましたし、後者は、「橋梁設計をしたい」とい

う目標に近づけたことが嬉しかったです。

OCは個 人の希望をできる限り叶えようと動いてくれる会 社なの

で、今後も橋梁を中心とする設計・計画業務にもっと挑戦できれ

ばと思います。そして、私が最終的に目指すのは、「よい提案をも

とに、より少ないコストで、よりよい成果を生み出せる」建 設コン

サルタント。日々の業務や資格取得に向けた学習で知識を蓄え、

対話を重ねながら顧客の求める成果に応えていきたいです。

正直、大学時代は働くことのイメージが全くできていませんでした。

いくつかの説明会に行きましたが、どの会社も固い雰囲気だった

んです。そんななか、友人に誘われて参加したのがOCの説明会で

した。特に印象的だったのは、プログラムに社員とディスカッショ

ンする時間が設けられていたこと。「この会社なら風 通しも良く、

楽しく働けそうだ」と思い、選考に進みました。この予想通り、入

社後の忙しい時期も上司や先輩が親身になってくれたので、どん

なときも楽しみながら業務に打ち込めたと思います。

私のキャリアの転 換 点は、�年目の国土技 術政 策 総合研 究 所（国

総研）への出向です。最初は後ろ向きでしたが、職員や外部 機関

とのつながりができ、知見も大きく広がったことから、今ではかけ

がえのない経 験だったと感じます。特に、技術基準を執筆する方

に話をうかがえたことで、あいまいな印象だった港湾基準への理

解も各段に向上しました。今でも意 見交換をしたり、困った際に

連絡したり、良好な関係を築いています。

�年目に技術士（港湾及び空港）を、�年目には、技術士（水産土木）

と技術士総合技術監理部門（港湾及び空港）を取得しました。複

数の技術士取得者は社内でもまだ多くないのですが、技術の革新

と多様化が進む昨今、知識の幅広さと顧客からの信頼度は比例す

ることを痛感しています。また、管 理 技術 者として業 務に携わる

には、将来を見据えた組織マネジメントの知見も必要不可欠。部

署内でもベテランの立場になり、後輩の意見や疑問はすぐ解決し

てあげたいという一心で、学習を進めていきました。組織マネジメ

ントの基 礎からモチベーションの高め方まで、ここで得た知識を

活かせるように日々試行錯誤しています。

後輩に対しては、「自分で考えて、自分で決められる人になってほ

しい」というのを一番に考えています。すると業務をコントロール

しやすくなりますし、時間の融通が効くのでプライベートも充実し

ますし、全 部が良い方向に循環すると思うんです。私自身もその

働き方を体現しながら、みなさんをサポートしていきたいです。

※VEリーダー：製品価値を高めるために必要なスキル（バリュー・エンジニアリング）を身につけた人材へ認定される資格



栫　高専で土木を専 攻し、大学院では道の駅が好きだったこ

とから、交 通 系の研 究 室を選 択しました。研 究 室では、道の

駅自体の評価や、関連する公共交 通 政 策を検 討していたので

すが、これが楽しくて。就 職 活動でも、「交 通を通じたまちづ

くりをしたい」という軸を掲げていました。

勇﨑　私もまちづくりに興味があり、学生時代から「沿岸地域

の津波防災まちづくり」や「みなとまちにおける立地適正化計

画」など、地 域 計画や都市政 策に関する研究をしていました。

配 属も都 市 政 策・デザイン部であったため、今の業 務と直 接

関わることを勉強できたと思っています。

伊藤　学科は土木でしたが、私も大学でまちづくりについて学

んでいました。卒論のテーマは、「PPPを導入した国内の道 路

事業に対するリスクマネジメント」です。現在は部署内でも稀

有な案件ではあるものの、タイの道 路PPP事 業における案件

形成業務に携わっています。

森田　この会社では異色だと思うのですが、大学では考古学、

大学院では文化財の保 存活用について学んでいました。大学

時代はエジプトへ発掘に行くこともあり、そのなかで少しずつ、

「文化 財を活用した地 域活 性化」に興味を持ち始めたんです。

つまり、学生時代は完全に、自分の趣味の道を歩んできたとい

うことです（笑）。就 活も多くの会社を見ていたわけではあり

ませんが、OCの “観 光・地 域活性化” が部 署として独 立してい

る点は、「興味のある分野を専門にできる！」と魅力に感じまし

たね。

勇﨑　私は就職するならシンクタンクかコンサルタントだと考

えていました。その上で業界研究をしていくと、「広く現場を見

ながら、分析もやりたい」という気持ちが芽生えたんです。建

設コンサルタントの経歴をもつ大学教員の方からいくつか会社

を紹介してもらい、インターンで出合ったのがOCでした。

伊藤　私の場合は、ひとつの地 域や業務にとらわれない形で

道路設計をしたかったので、全国の高速道路や街路の設計が

できる建設コンサルタントを志望しました。なので、採用試験

もこの業界しか受けていません。なかでも、OCは会社の雰囲

気がとても良かったんですよね。説明会では道路部の先輩方�

名からお話を伺える場があり、この空気のなかで仕事をしたい

と感じました。

栫　私は大学の助教 授の紹介で建 設コンサルタントという職

業を知り、カリキュラムの�つとして他社の長期インターンに参

加しました。そこで働き方のイメージはつかめたので、就活で

は雰囲気が自分に合っていたOCを選びました。みなさんは入

社後、何かギャップを感じたことはありますか？

勇﨑　私もインターンで業務内容を把握できたので、おおむね

予想通りというのが正直な感想です。ただ、コンサルタントは

裏方に徹する職業だと思っていたので、地域の方たちとコミュ

ニケーションを取る場面では、「意外とオープンな仕事なんだ」

と感じることがありますね。

森田　特にOCの事業は幅広く、コンサルの仕事を足がかりに

自らも事業を展開するなど、地域に入り込んでいるイメージで

す。そこが良い意味でギャップに感じましたし、他のコンサル

会社とは一線を画している部分なのかなと思います。

伊藤　日々、目の前の仕事に取り組みながら学ぶことが多い

です。自分で調べることもありますが、仕事は一人で行うわけ

ではないので、発注者から聞かれてわからないことがあれば、

上司に助けを求めます（笑）。特にOCはコーチャー制 度 があ

るので、入社直後は私がパンクしないよう、コーチャーが業務

量にも配慮しながら仕事を割り振ってくれました。また年齢が

比較的近かったので、プライベートなことも相談しやすかった

ですね。みなさんの担当はどんな方でしたか？

栫　私のコーチャーは�年目の方で、今も一緒の業務に携わっ

ています。その方はとても優しく、私にとって “仏さま” みたい

な存在です（笑）。困ったときはいつでもサポートしてくださる

ので、自由にのびのびと仕事ができていると感じます。

森田　私は��年目の方がコーチャーでした。安心 感がありま

したし、経験豊富な方から基礎的なスキルをしっかり教えてい

ただけたのでありがたかったです。反 対に、近い世代が 担当

するケースもあります。やはり年齢が近いので相談しやすいで

すし、新入社員の悩みは、必要であればコーチャーから上司へ

も共有されます。メンバー間のコミュニケーションが深まるの

もコーチャー制度の良いところだと感じます。

栫　教育の面で言うと、内定者研 修 や新入社 員研 修もかなり

勉強になりました。内定者研修では�つ課題が出されるんです。

ひとつは課題図書として渡された本を読み、「建設コンサルタ

ントとして、どのような姿勢で働いていくか」をレポートにまと

めるというもの。もうひとつは、PCスキルの向上を目的とした

MOS資格の取得です。さらに、新入社 員研 修では、名刺の渡

し方から電話のかけ方まで、社会人になる上で欠かせないスキ

ルを習得できます。日々の業 務を通じて、この期間での学び

がそのまま活きていることを実感します。

勇﨑　私と伊藤さんは先日、�年目研 修を受講しました。ここ

では、研修を通じてこれまでの日々を振り返る機会になったと

思います。失 敗することもありますが、同期と話すなかで「み

んな同じところでつまずくんだ」と安心できましたし、気持ちの

リフレッシュにもなりました。

伊藤　配 属が決まると他の支社の同期とはなかなか会えなく

なってしまうので、特に�年目研修、�年目研修では久しぶりに

会って話すことができ、励みになりました。講義は業務マネジ

メントに関する内容が中心。外部講師による指導ということで、

新たな学びがたくさんありました。

森田　確かに、同期全員が集まる場は�年目研修が最後ですよ

ね。私は最 近�級職※研 修を受けたのですが、こちらも外部コ

ンサルタントの方を講師に、�級職の役割について全員で認識

を合わせました。ようやく昇 格したと思ったら、次の�級職は

もう幹部職なんです。求められるものも、「自身の成果」から「組

織としての成果」に移 行していくので、業務では生産面だけで

はなく受注面も意識する必要性を感じました。

勇﨑　ほかにも、�級職になって変わったことはありますか。 

森田　管理技術者として携わる場面が増えるので、目の前のす

べての案件に対して「これは自分の仕事だ」と気を引き締めな

がら業 務に向き合うようになりました。発注者からの質問に

も、自身の力だけで答えられるようになりたいですね。

栫　まさに今、�年目で成長を感じています。たとえば、実 験

でも�年目は 計 画の 一 部分を考えるケースが 多かったのです

が、今 年は一 部分だけでなく、その前段 階の整 理から任され

ています。また、昨 年は見ていただけの業 務も、最 近では先

輩と一 緒に作 業できるようになりました。�年目の次年度は、

一人ですべてをこなせるように、毎日基礎をくり返し復習してい

ます。

伊藤　私もだいたい�年目から、広い視野を持って仕事ができ

るようになりました。所属する道路部だけでなく、若手に任せ

てくれる先輩が全社的に多いので、打合せで出そうな質問を事

前に予 測し、その場で即 回 答するなど、以前より主体 性も高

まったと感じています。

勇﨑　特に責任を持って業務に携われたのは、�年目の今年で

す。栫さんのお話にもありましたが、�年目はひとつの業務に

対して部分的な作業しかできず、業務の全体像もあまり見えて

いなかったんです。その反面、今年は自分の責任で進める場

面も多かったので、「どのポイントを抑えないといけないのか」、

「そのためには何をどこまで調べるべきか」ということを意識す

るようになりました。自分のなかでは、かなりの成長ですね。

森田さんはいかがですか？

森 田　私は�年目の 後半から山梨 県の 仕事をしているのです

が、地域のことを深く知ったことで、より具体的な提 案ができ

るようになりました。地域の方との関係性が深くなれば、新し

い仕事につながることもあります。最近も、参画した当初から

お付き合いのある役場の方が、私たちを隣町の役場の方へ紹

介してくれたんです。この輪をだんだんと広げていき、各地域

の課題解決に貢献できればと思います。

勇﨑　今後については、さまざまな企業とタッグを組み、新た

な仕事に挑 戦することで、これまでのOCとは違う風を吹かせ

たいと考えています。当社のような建設コンサルタントは、行

政発注の仕事には強いですが、プロダクトの開発となると、ど

うしても他社に劣る部分があると思うんです。重点化事業など、

当社ののびしろとなる部分は、他の民間企 業と手を組みなが

ら、公共にどう反映すべきかを検討したいですね。

森田　同感です。私の部署はコンサルと事業経営の両輪で動

いていますが、行政の仕事だけでは実現できないものを生み

出していると感じます。この相乗効果をさらに高められるよう、

行政と「この地 域がどうあるべきか」という計画や目標を策定

した上で、私たちが事業者としても目標に近づけるように取り

組んでいきたいです。

栫　交 通分野では、自動運転などの技術革新に伴い、事故 対

応の件数も年々減っています。現在は事故渋滞や防災系の交

通 運 用にも携わっているのですが、新たな事業に向けた知識

を身につけるのはとても楽しいですね。業界全体を見ても、ド

ライビングシミュレーターの導入など、これまでにない実験が

出てきています。

伊藤　国内では各所の道 路整 備が完了しつつありますが、海

外の道路は整備がまだ行き届いていません。特に東南アジア

やアフリカのニーズが高まっており、今後は海外でも活躍でき

る人 材 が 求 め ら れて い きま す。私 自 身 も 英 会 話 の 学 習 や

TOEICを受けつつ、OCの海 外 研 修 制 度や長 期 語学 研 修 制 度

を活用し、海外業務にも積極的に挑戦していきたいです。

勇﨑　技術士については、「コンサルタントとしてのキャリアを

築くなら、早期に取得すべき」というのが共通認識だと感じて

います。というのも、社員なら誰もが「自分の力で売上を上げ

たい」という想いを抱えているはずなんです。これを実現する

第一関門として、技術士の資格取得があると考えています。

栫　勇﨑さんのおっしゃる通り、早期の取得がキャリアプラン

の実現にもつながりますし、コンサルタントとしてもより早く

成長できると言われていますよね。

伊藤　私は来年から受験資格が 得られるのですが、受験者へ

のサポート体制や制度は、どのようなものがあるのでしょうか。

森田　OCでは重点受験者と強化受験者、そして一般受験者と

いう�つの区分けがあります。重 点 受 験 者と強 化受 験 者は希

望制で、支社長との面談などを踏まえて判断されます。重 点

受 験 者となれ ば、外 部 機 関による講 義・指 導を会 社 負担（一

部個 人 負担あり）で参加できますし、受 験 者の区 別に応じて

業 務 時 間のうちの 一定時 間を勉 強に充てることができます。

手厚いサポートですよね。

栫　私は今まさに、重点受験者の制度を活用しながら勉強を

進めています。中堅層の社員が少ないという現状もあるので、

早く技 術 士を取 得して、現 場 やミーティングの場で上司をサ

ポートしていきたいです。

勇﨑　私も取得に向けて勉強を進めていますが、そのなかで

気づいたことがあります。それは、「技 術 士には『正しい課 題

を見つけ、それに対して的確な解決策を提示し、この解決策に

どう色づけしてリスク管 理をしていくか』という視 点が求めら

れている」ということです。最近は、普段の業務でもこの視点

を持つように意識しています。

森田　すてきな心がけだと思います。そういえば、私が 技 術

士を取得したとき、上司に「技術士を取得すると、仕事の幅が

圧倒 的に広がる」と言われました。基 本的に、管 理 技 術 者に

なれるのは技術士の資格保有者ですし、管理技術者になれば

仕事を選べるようにもなります。自分のやりたい仕事、なりた

い姿に近づくという意味では、技術 士の資格取得は目標への

大きな一歩になると考えています。

栫　確かに。実は私のコーチャーも技術士で、その方が管理

技術者として携わる業務に一部参加しましたが、「管理技術者

は 業 務 の 進 め方 から自分で 決 めるので、より成長できる」と

おっしゃっていました。

森田　余談ですが、技 術 士を取得すると名刺に記 載されるん

です。私が取得した当初、社 外の方には「若いのにすごいね」

と驚かれましたし、社外からの信頼度も高まったと思います。

伊藤　OCは、自分が成長できる環境が整っている会社だと思

います。先輩方は 経 験 豊富で、分からないことや悩みがあっ

たときには親身になってくれます。また、若手の意見にも耳を

傾けてくれる風土があり、自分の考えやアイデアを発 信しやす

い環 境です。各 社、それぞれ独自の考え方や社 風があります

ので、いろいろな会社を見比べてみればよいと思います。

栫　よく上司とも話すのですが、OCは真面目で実直な方が多

い印象です。発注者の方にも「真摯に対応していただけて助か

る」というお言葉をいただくことが多いので、ひとつのことに

集中して取り組めたり、自分できちんと考えたりできる方が当

社に合っていると思います。このような働き方に魅力を感じた

なら、ぜひ選択肢の一つとして検討してみてください。

森田　OCが求めている人材は、「自分の考えをしっかりと持て

る人」だと感じています。業務に関する知識は入社後に必ず身

につくので、まずは自分で思考し、意見を相手に適切に伝える

力を磨いてください。自分なりの意見やアイデアを持っている

方に、ぜひ入社してほしいですね。

勇﨑　やりたいことや目標を持 つと、その 後 の 行 動や周囲の

対応も変わってくるので、入社前にどんなことをしたいか 考え

ておくと良いと思います。また、これはアドバイスとしてインター

ンの学生にも伝えていることですが、就 活では相手との会話

をかみ合わせることが重要です。みなさんも、面接では質問

に対して的確に答えることを意識してください。

ーー本日はありがとうございました。
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学生時代はどのような勉強をしていましたか？
その内容は就活や業務とどうつながっていますか？

豊富な知見が求められる職業ですが、
入社後、どのようにして知識を深めましたか？



栫　高専で土木を専 攻し、大学院では道の駅が好きだったこ

とから、交 通 系の研 究 室を選 択しました。研 究 室では、道の
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んでいました。卒論のテーマは、「PPPを導入した国内の道 路

事業に対するリスクマネジメント」です。現在は部署内でも稀

有な案件ではあるものの、タイの道 路PPP事 業における案件

形成業務に携わっています。

森田　この会社では異色だと思うのですが、大学では考古学、

大学院では文化財の保 存活用について学んでいました。大学

時代はエジプトへ発掘に行くこともあり、そのなかで少しずつ、

「文化 財を活用した地 域活 性化」に興味を持ち始めたんです。

つまり、学生時代は完全に、自分の趣味の道を歩んできたとい

うことです（笑）。就 活も多くの会社を見ていたわけではあり

ませんが、OCの “観 光・地 域活性化” が部 署として独 立してい

る点は、「興味のある分野を専門にできる！」と魅力に感じまし

たね。

勇﨑　私は就職するならシンクタンクかコンサルタントだと考

えていました。その上で業界研究をしていくと、「広く現場を見

ながら、分析もやりたい」という気持ちが芽生えたんです。建

設コンサルタントの経歴をもつ大学教員の方からいくつか会社

を紹介してもらい、インターンで出合ったのがOCでした。

伊藤　私の場合は、ひとつの地 域や業務にとらわれない形で

道路設計をしたかったので、全国の高速道路や街路の設計が

できる建設コンサルタントを志望しました。なので、採用試験

もこの業界しか受けていません。なかでも、OCは会社の雰囲

気がとても良かったんですよね。説明会では道路部の先輩方�

名からお話を伺える場があり、この空気のなかで仕事をしたい

と感じました。

栫　私は大学の助教 授の紹介で建 設コンサルタントという職

業を知り、カリキュラムの�つとして他社の長期インターンに参

加しました。そこで働き方のイメージはつかめたので、就活で

は雰囲気が自分に合っていたOCを選びました。みなさんは入

社後、何かギャップを感じたことはありますか？

勇﨑　私もインターンで業務内容を把握できたので、おおむね

予想通りというのが正直な感想です。ただ、コンサルタントは

裏方に徹する職業だと思っていたので、地域の方たちとコミュ

ニケーションを取る場面では、「意外とオープンな仕事なんだ」

と感じることがありますね。

森田　特にOCの事業は幅広く、コンサルの仕事を足がかりに

自らも事業を展開するなど、地域に入り込んでいるイメージで

す。そこが良い意味でギャップに感じましたし、他のコンサル

会社とは一線を画している部分なのかなと思います。

伊藤　日々、目の前の仕事に取り組みながら学ぶことが多い

です。自分で調べることもありますが、仕事は一人で行うわけ

ではないので、発注者から聞かれてわからないことがあれば、

上司に助けを求めます（笑）。特にOCはコーチャー制 度 があ

るので、入社直後は私がパンクしないよう、コーチャーが業務

量にも配慮しながら仕事を割り振ってくれました。また年齢が

比較的近かったので、プライベートなことも相談しやすかった

ですね。みなさんの担当はどんな方でしたか？

栫　私のコーチャーは�年目の方で、今も一緒の業務に携わっ

ています。その方はとても優しく、私にとって “仏さま” みたい

な存在です（笑）。困ったときはいつでもサポートしてくださる

ので、自由にのびのびと仕事ができていると感じます。

森田　私は��年目の方がコーチャーでした。安心 感がありま

したし、経験豊富な方から基礎的なスキルをしっかり教えてい

ただけたのでありがたかったです。反 対に、近い世代が 担当

するケースもあります。やはり年齢が近いので相談しやすいで

すし、新入社員の悩みは、必要であればコーチャーから上司へ

も共有されます。メンバー間のコミュニケーションが深まるの

もコーチャー制度の良いところだと感じます。

栫　教育の面で言うと、内定者研 修 や新入社 員研 修もかなり

勉強になりました。内定者研修では�つ課題が出されるんです。

ひとつは課題図書として渡された本を読み、「建設コンサルタ

ントとして、どのような姿勢で働いていくか」をレポートにまと

めるというもの。もうひとつは、PCスキルの向上を目的とした

MOS資格の取得です。さらに、新入社 員研 修では、名刺の渡

し方から電話のかけ方まで、社会人になる上で欠かせないスキ

ルを習得できます。日々の業 務を通じて、この期間での学び

がそのまま活きていることを実感します。

勇﨑　私と伊藤さんは先日、�年目研 修を受講しました。ここ

では、研修を通じてこれまでの日々を振り返る機会になったと

思います。失 敗することもありますが、同期と話すなかで「み

んな同じところでつまずくんだ」と安心できましたし、気持ちの

リフレッシュにもなりました。

伊藤　配 属が決まると他の支社の同期とはなかなか会えなく

なってしまうので、特に�年目研修、�年目研修では久しぶりに

会って話すことができ、励みになりました。講義は業務マネジ

メントに関する内容が中心。外部講師による指導ということで、

新たな学びがたくさんありました。

森田　確かに、同期全員が集まる場は�年目研修が最後ですよ

ね。私は最 近�級職※研 修を受けたのですが、こちらも外部コ

ンサルタントの方を講師に、�級職の役割について全員で認識

を合わせました。ようやく昇 格したと思ったら、次の�級職は

もう幹部職なんです。求められるものも、「自身の成果」から「組

織としての成果」に移 行していくので、業務では生産面だけで

はなく受注面も意識する必要性を感じました。

勇﨑　ほかにも、�級職になって変わったことはありますか。 

森田　管理技術者として携わる場面が増えるので、目の前のす

べての案件に対して「これは自分の仕事だ」と気を引き締めな

がら業 務に向き合うようになりました。発注者からの質問に

も、自身の力だけで答えられるようになりたいですね。

栫　まさに今、�年目で成長を感じています。たとえば、実 験

でも�年目は 計 画の 一 部分を考えるケースが 多かったのです

が、今 年は一 部分だけでなく、その前段 階の整 理から任され

ています。また、昨 年は見ていただけの業 務も、最 近では先

輩と一 緒に作 業できるようになりました。�年目の次年度は、

一人ですべてをこなせるように、毎日基礎をくり返し復習してい

ます。

伊藤　私もだいたい�年目から、広い視野を持って仕事ができ

るようになりました。所属する道路部だけでなく、若手に任せ

てくれる先輩が全社的に多いので、打合せで出そうな質問を事

前に予 測し、その場で即 回 答するなど、以前より主体 性も高

まったと感じています。

勇﨑　特に責任を持って業務に携われたのは、�年目の今年で

す。栫さんのお話にもありましたが、�年目はひとつの業務に

対して部分的な作業しかできず、業務の全体像もあまり見えて

いなかったんです。その反面、今年は自分の責任で進める場

面も多かったので、「どのポイントを抑えないといけないのか」、

「そのためには何をどこまで調べるべきか」ということを意識す

るようになりました。自分のなかでは、かなりの成長ですね。

森田さんはいかがですか？

森田　私は�年目の 後半から山梨 県の 仕事をしているのです

が、地域のことを深く知ったことで、より具体的な提 案ができ

るようになりました。地域の方との関係性が深くなれば、新し

い仕事につながることもあります。最近も、参画した当初から

お付き合いのある役場の方が、私たちを隣町の役場の方へ紹

介してくれたんです。この輪をだんだんと広げていき、各地域

の課題解決に貢献できればと思います。

勇﨑　今後については、さまざまな企業とタッグを組み、新た

な仕事に挑 戦することで、これまでのOCとは違う風を吹かせ

たいと考えています。当社のような建設コンサルタントは、行

政発注の仕事には強いですが、プロダクトの開発となると、ど

うしても他社に劣る部分があると思うんです。重点化事業など、

当社ののびしろとなる部分は、他の民間企 業と手を組みなが

ら、公共にどう反映すべきかを検討したいですね。

森田　同感です。私の部署はコンサルと事業経営の両輪で動

いていますが、行政の仕事だけでは実現できないものを生み

出していると感じます。この相乗効果をさらに高められるよう、

行政と「この地 域がどうあるべきか」という計画や目標を策定

した上で、私たちが事業者としても目標に近づけるように取り

組んでいきたいです。

栫　交 通分野では、自動運転などの技術革新に伴い、事故 対

応の件数も年々減っています。現在は事故渋滞や防災系の交

通 運 用にも携わっているのですが、新たな事業に向けた知識

を身につけるのはとても楽しいですね。業界全体を見ても、ド

ライビングシミュレーターの導入など、これまでにない実験が

出てきています。

伊藤　国内では各所の道 路整 備が完了しつつありますが、海

外の道路は整備がまだ行き届いていません。特に東南アジア

やアフリカのニーズが高まっており、今後は海外でも活躍でき

る人 材 が 求 め ら れて い きま す。私 自 身 も 英 会 話 の 学 習 や

TOEICを受けつつ、OCの海 外 研 修 制 度や長 期 語学 研 修 制 度

を活用し、海外業務にも積極的に挑戦していきたいです。

勇﨑　技術士については、「コンサルタントとしてのキャリアを

築くなら、早期に取得すべき」というのが共通認識だと感じて

います。というのも、社員なら誰もが「自分の力で売上を上げ

たい」という想いを抱えているはずなんです。これを実現する

第一関門として、技術士の資格取得があると考えています。

栫　勇﨑さんのおっしゃる通り、早期の取得がキャリアプラン

の実現にもつながりますし、コンサルタントとしてもより早く

成長できると言われていますよね。

伊藤　私は来年から受験資格が 得られるのですが、受験者へ

のサポート体制や制度は、どのようなものがあるのでしょうか。

森田　OCでは重点受験者と強化受験者、そして一般受験者と

いう�つの区分けがあります。重 点 受 験 者と強 化受 験 者は希

望制で、支社長との面談などを踏まえて判断されます。重 点

受 験 者となれ ば、外 部 機 関による講 義・指 導を会 社 負担（一

部個 人 負担あり）で参加できますし、受 験 者の区 別に応じて

業 務 時 間のうちの 一定時 間を勉 強に充てることができます。

手厚いサポートですよね。

栫　私は今まさに、重点受験者の制度を活用しながら勉強を

進めています。中堅層の社員が少ないという現状もあるので、

早く技 術 士を取 得して、現 場 やミーティングの場で上司をサ

ポートしていきたいです。

勇﨑　私も取得に向けて勉強を進めていますが、そのなかで

気づいたことがあります。それは、「技 術 士には『正しい課 題

を見つけ、それに対して的確な解決策を提示し、この解決策に

どう色づけしてリスク管 理をしていくか』という視 点が求めら

れている」ということです。最近は、普段の業務でもこの視点

を持つように意識しています。

森田　すてきな心がけだと思います。そういえば、私が 技 術

士を取得したとき、上司に「技術士を取得すると、仕事の幅が

圧倒 的に広がる」と言われました。基 本的に、管 理 技 術 者に

なれるのは技術士の資格保有者ですし、管理技術者になれば

仕事を選べるようにもなります。自分のやりたい仕事、なりた

い姿に近づくという意味では、技術 士の資格取得は目標への

大きな一歩になると考えています。

栫　確かに。実は私のコーチャーも技術士で、その方が管理

技術者として携わる業務に一部参加しましたが、「管理技術者

は 業 務 の 進 め方 から自分で 決 めるので、より成長できる」と

おっしゃっていました。

森田　余談ですが、技 術 士を取得すると名刺に記 載されるん

です。私が取得した当初、社 外の方には「若いのにすごいね」

と驚かれましたし、社外からの信頼度も高まったと思います。

伊藤　OCは、自分が成長できる環境が整っている会社だと思

います。先輩方は 経 験 豊富で、分からないことや悩みがあっ

たときには親身になってくれます。また、若手の意見にも耳を

傾けてくれる風土があり、自分の考えやアイデアを発 信しやす

い環 境です。各 社、それぞれ独自の考え方や社 風があります

ので、いろいろな会社を見比べてみればよいと思います。

栫　よく上司とも話すのですが、OCは真面目で実直な方が多

い印象です。発注者の方にも「真摯に対応していただけて助か

る」というお言葉をいただくことが多いので、ひとつのことに

集中して取り組めたり、自分できちんと考えたりできる方が当

社に合っていると思います。このような働き方に魅力を感じた

なら、ぜひ選択肢の一つとして検討してみてください。

森田　OCが求めている人材は、「自分の考えをしっかりと持て

る人」だと感じています。業務に関する知識は入社後に必ず身

につくので、まずは自分で思考し、意見を相手に適切に伝える

力を磨いてください。自分なりの意見やアイデアを持っている

方に、ぜひ入社してほしいですね。

勇﨑　やりたいことや目標を持 つと、その 後 の 行 動や周囲の

対応も変わってくるので、入社前にどんなことをしたいか 考え

ておくと良いと思います。また、これはアドバイスとしてインター

ンの学生にも伝えていることですが、就 活では相手との会話

をかみ合わせることが重要です。みなさんも、面接では質問

に対して的確に答えることを意識してください。

ーー本日はありがとうございました。

2019

※�級職：管理職候補となる、業務の主担当者

ご自身の成長を実感したのはいつですか。
また、今後の業務に対する展望を教えてください。

技術士の資格取得をどのように捉えていますか？
また、取得に向けて学んでいることはありますか？

最後に、OCへの入社を検討している方に向けて
メッセージをお願いします。
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発注者 事業決定
予算化

事業計画
調査監督

設計発注計画
設計の監督

工事発注計画
施工の監督

運用
管理監督

受注者

評価検討 調査計画

建設コンサルタント ゼネコン・メーカー

設計 施工 点検・管理

個別

受託

自主

総合

プロセス 企画 計画 設計 工事 維持管理

オリエンタルコンサルタンツ

建設コンサルタントを超えた価値提供

建設コンサルタントの未来像

オリエンタルコンサルタンツでは、「社会価値創造企業」というビジョンのもと、

建設コンサルタントの “枠” にとらわれない事業を展開しています。

橋梁や道路などのハード面はもちろん、まちづくりや防災などのソフト面、そして自社が主体となる事業経営まで。

数々のインフラに��年以上携わってきた経験と、そのなかで得た知見を活かし、

これからも社会にとって、持続可能で魅力ある価値を生み出していきます。

さあ、あなたも“社会価値創造企業” の一員として、ともに未来を創りませんか。

私たちが提供す るのは、
建設コンサルタ ントの
枠を超えた、  新 たな価値。



本  社
〒���-����　東京都渋谷区本町�-��-� 住友不動産西新宿ビル�号館

TEL:��-����-����（代表）　FAX:��-����-����

北 海 道 支 社
〒���-����　北海道札幌市北区北��条西�-�-��
TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

東 北 支 社
〒���-����　宮城県仙台市青葉区一番町�-�-� 仙台第一生命タワービルディング

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

関 東 支 社
〒���-����　東京都渋谷区本町�-��-� 住友不動産西新宿ビル�号館

TEL:��-����-����（代表）　FAX:��-����-����

北 陸 支 社
〒���-����　新潟県新潟市中央区東大通�-�-�� プレイス新潟

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

中 部 支 社
〒���-����　愛知県名古屋市中村区名駅南�-��-�� 住友生命名古屋ビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

関 西 支 社
〒���-����　大阪府大阪市北区中之島�-�-�� 住友中之島ビル

TEL:��-����-����（代表）　FAX:��-����-����

中 国 支 社
〒���-����　広島県広島市中区八丁堀�-� 広島KSビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

四 国 支 社
〒���-����　香川県高松市寿町�-�-� 日進高松ビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

九 州 支 社
〒���-����　福岡県福岡市博多区博多駅前�-�-� 住友生命博多ビル

TEL:���-���-����（代表）　FAX:���-���-����

沖 縄 支 社
〒���-����　沖縄県那覇市久茂地�-��-�� 那覇第一生命ビルディング

TEL.���-���-����　FAX.���-���-����

お問い合わせ（採用担当）

T EL：� � - � ���-�� ��（代 表）　FA X：� � - � ���- � ���
E- Mail：s ai yo @ o r ico n s ul .co m

����年�月

入社 案 内

Instagram 公式アカウント X 公式アカウント

（アカウント名:oriconsul_official） （アカウント名:oricon_official）

建 設 コ ン サ
ル タ ン ト
 の そ の 先 へ。


